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社会福祉法人精華町社会福祉協議会 

令和２年度  第２回 理事会議事録 

 

１ 開催年月日  令和２年８月３１日（月） 

午後２時００分～午後３時５０分 

 

２ 開 催 場 所  地域福祉センターかしのき苑  

２階 ふれあい大ホール 

 

３ 出 席 者  理 事 総 数 １２名 

出席理事数 １０名 

会長 長谷川 悟 

           理事 清水泰律 加藤 博 早樫一男 石崎照代  

中畔秀昭 福味加世子 山本正來 岡田敦子  

古海りえ子 

         監事総数 ２名 

         出席監事 ２名 

           監事 島中秀司 浦田善之 

 

４ 欠 席 者  理事 岩前良幸 田中智美  

 

５ 決議に特別の利害関係を有する理事  該当者なし 

 

６ 議 題 

（１）決議事項 

第９号議案 令和２年度補正予算（第１号）について 

（２）諸報告 

 

７ 議事の経過要領及び議案議決の結果 

定刻に至り、定款第３０条の規定により議長に石崎照代理事が選任され、議 

長は定款第３１条第１項に定める定足数を満たしていることを確認し、議事

に入った。 

 

第９号議案 令和２年度補正予算（第１号）について 

事務局長から、議案資料に基づきサービス区分ごとに補正内容、補正科 

目、補正額について説明があった。（１）新型コロナウイルス感染拡大の影

響を受けて、京都府社会福祉協議会から委託を受けている生活福祉資金貸付

事業において臨時特例貸付制度が設けられ、市区町村社会福祉協議会が委託
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を受けて実施することとなったため。（２）精華町から委託を受けて、新型

コロナウイルスにより雇用や日常生活等において悩みごとのある方を対象

としたオンラインによる弁護士相談「生活無料法律相談」を実施することと

なったため。（３）国において、介護サービス事業所・施設を対象とする「新

型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金事業」が実施されることに伴い、

本交付金を活用して感染症対策等を強化したいため。（４）訪問介護事業で

使用している公用車の修理費用を追加計上したいため。（５）本会が所有し

ている公用車（１８台）の冬用タイヤ等を保管するために、職員駐車場に新

たに物置を設置したいため。以上の説明を受け第９号議案について質疑をお

こなったところ、以下の質疑応答があった。 

早樫理事  新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金事業について、

国の事業として児童福祉の分野も同じようなものが出ている

が、障がいの分野については京都府が補助事業の要綱を発表し、

それに従い京都府に申請すると出ていた。本日の資料として国

の要綱が付いているが、京都府との絡みはどうなるのか。 

  事務局長  障がいの分野と同じく、高齢者介護の分野においても国の要

綱に基づき各都道府県行政がおこなうとなっている。京都府

においては、緊急を要するため国の実施要綱に全て準ずる形

になっており、京都府としての要綱は出されていない。国の

要綱をそのまま使用するとのことであるため、本日の理事会

資料として国の要綱を添付させていただいた。 

早樫理事  障がいの分野は事業所に向けて京都府が要綱を作っているが、 

高齢者介護の分野は国の要綱を前提に京都府に申請するのか。 

事務局長  当初、この事業が発表された際は高齢者介護の事業所のみであ

ったため、児童や障がいの分野から反発があったと聞いている。

詳細は把握していないが、高齢者介護の分野については国が予

算を付けて都道府県に下ろしているため、児童や障がいの分野

とは手順などが違うのかと考える。基本的には国が財源を措置

し、実施については都道府県単位でおこなっていくため、事業

所として直接申請するのは京都府となる。 

  早樫理事  児童の分野も障がいの分野も国の単費で全額補助が出ると聞

いている。高齢者介護の分野も国から出ると思うため、今回

の予算計上は問題ないと思う。 

以上の質疑応答の後、議長が承認を諮ったところ、全会一致により可決承 

認された。 
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諸報告 

以下の事項について、事務局長並びに課長から報告をおこなった。 

事務局長から、法人運営室として下記の７点について報告した。 

（１）パワーハラスメント防止に向けた取り組み方針について 

（２）デイサービスセンター積立金の運用状況について 

（３）フェイスブックの開始について 

（４）職員の人事異動について 

（５）令和３年度職員募集について 

（６）令和２年度京都府社会福祉大会について 

（７）新型コロナウイルス感染症対策について 

事務局長から、地域福祉課として下記の９点について報告した。 

（１）福祉事業の実施状況について 

（２）令和２年度社協会員増強計画について 

（３）ボランティアグループ活動状況について 

（４）高齢者ふれあいサロン活動状況について 

（５）権利擁護・成年後見センター事業実績について 

（６）生活福祉資金（特例貸付）事業実績について 

（７）生活無料法律相談事業実績について 

（８）南部地域包括支援センター事業実績について 

（９）おかえりＱＲシールの配布状況について 

在宅介護課長から、在宅介護課として下記の５点について報告した。 

（１）令和２年度居宅介護支援係の事業実績について 

（２）令和２年度訪問介護係の事業実績について 

（３）居宅介護支援係利用者満足度調査の結果について 

（４）新型コロナウイルス感染症対策における利用者対応について 

（５）苦情対応結果報告書について 

通所介護課長から、通所介護課として下記の３点について報告した。 

（１）令和２年度通所介護課の事業実績について 

（２）認知症カフェ「ＤＯＮＣａｆé」等の休止報告について 

（３）苦情対応結果報告書について 

 

以上をもって案件の全てを終了したので議長が閉会を宣し、午後３時５０分

散会した。 

上記の決議を証するため議事録署名人において次に記名押印する。 
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令和２年９月１５日作成 

社会福祉法人精華町社会福祉協議会 

令和２年度第２回理事会 

 

会 長                  印 

監 事                  印 

監 事                  印 

 


